
【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価

4 寺子屋…実施回数90%以上 4 学年×10分の家庭学習…90%以上

3 寺子屋…実施回数80%以上 3 学年×10分の家庭学習…80%以上
2 寺子屋…実施回数70%以上 2 学年×10分の家庭学習…70%以上
1 寺子屋…実施回数70%未満 1 学年×10分の家庭学習…70%未満
4 教科でのＩＣＴ活用…90%以上の授業 4 診断シート正答数半数未満…10%未満

3 教科でのＩＣＴ活用…80%以上の授業 3 診断シート正答数半数未満…20%未満

2 教科でのＩＣＴ活用…70%以上の授業 2 診断シート正答数半数未満…30%未満

1 教科でのＩＣＴ活用…70%未満の授業 1 診断シート正答数半数未満…30%以上

4 探究ノートの活用…年20回以上 4 主体的に課題解決…90%以上
3 探究ノートの活用…年10回以上 3 主体的に課題解決…80%以上
2 探究ノートの活用…年5回以上 2 主体的に課題解決…70%以上
1 探究ノートの活用…年5回未満 1 主体的に課題解決…70%未満
4 異学年活動…実施率90%以上 4 社会通念上のいじめ…0～5件
3 異学年活動…実施率80%以上 3 社会通念上のいじめ…6～15件
2 異学年活動…実施率70%以上 2 社会通念上のいじめ…16～30件
1 異学年活動…実施率70%未満 1 社会通念上のいじめ…31件以上
4 コグトレ…実施率90%以上 4 認知機能の向上…90%以上の児童
3 コグトレ…実施率80%以上 3 認知機能の向上…90%以上の児童
2 コグトレ…実施率70%以上 2 認知機能の向上…70%以上の児童
1 コグトレ…実施率70%未満 1 認知機能の向上…70%未満の児童
4 考え議論する道徳…実施率90%以上 4 自分事として考える…80%以上の児童

3 考え議論する道徳…実施率80%以上 3 自分事として考える…70%以上の児童

2 考え議論する道徳…実施率70%以上 2 自分事として考える…60%以上の児童

1 考え議論する道徳…実施率70%未満 1 自分事として考える…60%未満の児童

4 ｸﾞｯﾄﾞﾓｰﾆﾝｸﾞの取組…90%以上の児童 4 病欠児童…１日の平均0～3人
3 ｸﾞｯﾄﾞﾓｰﾆﾝｸﾞの取組…80%以上の児童 3 病欠児童…１日の平均4～7人
2 ｸﾞｯﾄﾞﾓｰﾆﾝｸﾞの取組…70%以上の児童 2 病欠児童…１日の平均8～11人
1 ｸﾞｯﾄﾞﾓｰﾆﾝｸﾞの取組…70%未満の児童 1 病欠児童…１日の平均12人以上
4 元気アップの取組…18項目以上 4 運動することが楽しい…90%以上の児童

3 元気アップの取組…14項目以上 3 運動することが楽しい…80%以上の児童

2 元気アップの取組…10項目以上 2 運動することが楽しい…70%以上の児童

1 元気アップの取組…10項目未満 1 運動することが楽しい…70%未満の児童

4 学級外の児童支援…90%以上の教員 4 大人に相談できる…90%以上の児童

3 学級外の児童支援…80%以上の教員 3 大人に相談できる…80%以上の児童

2 学級外の児童支援…70%以上の教員 2 大人に相談できる…70%以上の児童

1 学級外の児童支援…70%以上の未満 1 大人に相談できる…70%未満の児童

4 図書館機能を活用…全学級月4回以上 4 言語能力向上…80%以上の児童
3 図書館機能を活用…全学級月3回 3 言語能力向上…70%以上の児童
2 図書館機能を活用…全学級月2回 2 言語能力向上…60%以上の児童
1 図書館機能を活用…全学級月１回以下 1 言語能力向上…60%未満の児童
4 タブレットの活用…全学級週10回以上 4 論理的思考力向上…80%以上の児童

3 タブレットの活用…全学級週6～9回 3 論理的思考力向上…70%以上の児童

2 タブレットの活用…全学級週3～5回 2 論理的思考力向上…60%以上の児童

1 タブレットの活用…全学級週3回未満 1 論理的思考力向上…60%未満の児童

4 調べる学習コン指導…100%の学級 4 主体的に探究…80%以上の児童
3 調べる学習コン指導…90%以上の学級 3 主体的に探究…70%以上の児童
2 調べる学習コン指導…８０%以上の学級 2 主体的に探究…60%以上の児童
1 調べる学習コン指導…８０%未満の学級 1 主体的に探究…60%未満の児童

今後の方向性

令和６年度 昭島市立富士見丘小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）中間報告

平時においても、健康管理や
感染症防止等の意識を常に高
めていく必要がある。

保護者会等を活用して本校の
「学びのすすめ」を浸透させ、
家庭学習も定着させたい。

教員の異動等もあるため、前年
度までの教育内容が低下しな
いように学校体制を整える。

「ふじみ探究ノート」の更新を含
めて、効果的な活用、成果検
証をしっかり行う。

QUの年２回の実施により、一
層の活用を図り、自己有用感
が高まる学級づくりに努める。

きこえとことばの教室の教員、
養護教諭等によるコグトレを実
施し、一層効果的にしていく。

どの価値項目においても「議論
する」道徳を展開できるように、
授業方法を工夫する。

感染防止の取り組み等を通して、基本的な生活習
慣や健康について、家庭との信頼関係を築いて
いるが、全体的に意識が低下している面がある。

取組の進捗状況

授業の中では、振り返りを大切にし児童が自ら学
びに向かう姿勢が定着してきた。ふじみ寺子屋は
かなり定着し、夏季休業中も効果的に進めた。

分かりやすく、主体的な学びにつながるような授業
の工夫の一つとして、１人１台端末を効果的に活
用した授業を展開している。

６年間の指導計画にそって、全学級でふじみ探究
ノート」を効果的に活用し、６年間で段階的に探究
力を育成できるように務めている。

「読書感想文」、「調べる学習コンクール」、「思索
コンテスト」、「探究発表会」、「意見文」などの関連
性、連続性を深めるようにしている。

各教科でタブレットを日常的に活用するとともに、
MESHによるプログラミン後も取り入れ、情報リテラ
シーや情報モラルを育成している。

「調べる学習コンクール」の取り組みを中心に、各
教科等との関連を図った探究学習が、教員にも子
供たちにも浸透してきている。

運動会に向けて、運動への関
心が高まっており、継続した取
り組みにつなげていく。

すべての児童が、いつでも心
を開いて大人と話ができるよう
に、信頼関係を高めていく。

各教科の授業を含めて、すべ
ての学びがつながるカリキュラ
ムマネジメントを重視する。

自治体ごとにタブレットが異な
るため、教員の異動等にも対
応できる体制を作る。

探究的な学習で主体的に取り
組む姿勢を各教科の学びにも
つなげていく。

全ての学年で「学級編成替え」を実施し、豊かな
関係性を醸成している。全校で、自己有用感を重
視した学級経営に取り組んでいる。

週１回の[コグトレ]で社会性を育てる認知、感情統
制、対人スキル等を育成している。児童は、学校
が穏やかで居心地の良い場所と感じている。

多様な文化を尊重し、
世界の人々と協調し活
躍できる人材に育成

調べ学習コンクール参
加等、家庭や地域と連
携・協働した自己実現
への手立ての充実

4 4

情報活用能力ととも
に、新たな解を創造す
る力の醸成

１人１台の端末やオン
ラインの活用など、見
方・考え方を働かせな
がら思索する場の充実

2 3

4

様々な欲求やストレス
等に対して、適切に対
処できる力の醸成

自殺防止授業の他、
全学年で「ＳＯＳカー
ド」を活用した多様な
対処方法を推進

4

中休みに体育委員会が中心として進めている「元
気タイム」を拡大し、運動の魅力や体の成長が実
感できる指導法を工夫している。

家庭と連携し、心と体の関連性を理解し、適切に
対処できる力を育成している。話しやすい大人が
校内にたくさんいるという雰囲気ができた。

輝
く
未
来

言語能力とともに、未
知の課題に向き合い
思索する力の育成

学校図書館に学習・情
報センター機能をもた
せ、全教育課程で言
語活動を充実

3

未知の課題を思索し、
新たな価値観や行動
を生み出し、協働して
未来を創造する子の
育成

4

基礎的な体力の向上
と生涯に渡り運動に親
しむ資質能力の向上

「元気ｱｯﾌﾟｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ」
を活用した運動習慣に
つながる授業の工夫、
家庭との連携協力

3 3

健
や
か
な
体

基本的な生活習慣を
身に付け、運動に親し
み、心身共に健康で
活力に満ちた子の育
成

新しい生活様式に基
づき、人の命を守る意
識と行動力の育成

「ｸﾞｯﾄﾞﾓｰﾆﾝｸﾞ60分」
等、家庭との協働を強
化し、感染防止と新し
い生活様式の定着

4 2

自他を大切にし、よく
生きる、内面に根ざし
た道徳性の涵養

問題解決的あるいは
体験を通した発問構
成の工夫、広い視野
で考え議論する道徳

3 3
本音で話し合いができる「考え議論する道徳」の
授業展開を工夫している。どの学年の児童も、自
分の言葉で、自分の意見や思いを語っている。

認知機能を高め、自他
共に敬意をもって関係
する力の育成

「コグトレ」や学級活動
の工夫による認知機能
や感情統制、やり抜く
力等の重視

4 4

豊
か
な
心

認知機能を高め、自分
も他の人も尊重し、敬
意をもって大切にでき
る心豊かな子の育成

個性を生かし、相互の
信頼関係を深め、自己
有用感の醸成

「h-QU」の結果を生か
した児童集会や縦割り
班活動等、異年齢集
団の活動の推進

4 4

未知の課題に納得解
を導き、新たな価値を
創造する力の育成

「探究ノート」を活用し
た課題解決等、自ら考
え判断し表現する学習
と深い学びの重視

3 3

2

生きて働く基礎的・基
本的な知識及び技能
の確実な習得

UDやICT、授業スタイ
ルやノートの統一、板
書や発問の工夫等、
効果的な学習指導

2 2

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

自ら学びに向かい、創
造力・表現力に富み、
正解のない課題に納
得解を導く子の育成

主体的に学びに向かう
力の涵養とともに、学
習習慣の確立

「学びのすすめ」「自主
学習ノート」「寺子屋」
の推進等、授業と家庭
学習との連携強化

4

学校教育目標

　○　よく考える子ども
　○　けんこうな子ども
　○　すすんで働く子ども
　◎　思いやりのある子ども

ビジョン

職員が組織的に協働して、児童が主体的に活動し、生涯学習の基礎を確実に身に付け、家庭・地域の信託に応える学校

未来の創り手として、自ら考え、創造力・表現力に富み、互いを尊重し人の為に尽くす、心身共に健康で活力に満ちた子供

児童･保護者･地域の願いを受け止め、熱い心と志を持ち、変革に臆することなく、使命と役割を遂行し、結果に責任を持つ教師


